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日韓相互理解教育の新たな課題
一一斡国青少年への継続調査を手がかりに一一

馬居政幸（静岡大学）

1. 10年間の調査結果から

1990年代初め、私は斡岡地方都市の小さな哲二j古に入って驚いた。愉入が禁

止されているはずの白木の漫画が壁一面に並んでいたからである。そのとき以

米、 n本文化を受け入れる韓国の子どもたちの変化を追い続けてきた。特に、

谷川先生が大学院生とともに斡国の高校で授業を開始した年と同じ 1995年か

ら、ヨド明野1：氏を始めとする傍国の友人に支えられながら、同一質問lによる制査

をlO年r:nにわたり実施してきた。その間に、 1997年末経済危機とその克服の

ために翌年龍生した金大r!J大統領による日本文化開放と IT産業の育成、 さら

に2001作の教科目：問題を経て2002年W杯日韓共催から 2003年収武鉱大統

領誕生へと、f.fi¥l'lil社会は大きく変動した。それにともなって変化する子どもた

ちの日本と 日本文化への意識や行動の軌跡の調査を記錯してきた。そのデータ

を手がかりに、木稿では今後の日韓両国が互いに理解しあうための数行上の新

たな叫題を)5・察したい。

その前提として、調査結果の概要を示しておきたい。まず1995年の市！査開

始時に、すでに日本枇画がリア1レタイムで韓同青少年の日常に広く浸透し、初

等学校→小学校→高等学校と成長とともに接触頻度や関心 －意欲が高まること

を確認した。また文化問j皮が始まった2000年での隣国社会の変化を、次の3

Bfにまとめた。

①11r少年の世界に日本文化がリアルタイムで広がる社会的基撒の成立

R'i'f少年の日常経験と結びつく行動や文化のレベJレでの日本と日本人に対す

るi't定的かつも＇.（極的な興味や評価の上昇傾向

③日本文化開放施策が開放方法やi並行度の問題とは別に、 日本文化や日本人

へのm再l惑を和らげる契機として機能
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円休止n1rn＼角手数打のYfrたな：~um

ところが、2001年2月実施の質問紙調査で日本へのイメージが大きくマイナ

スにI伝換した。いわゆる教科占問題の拶特と考え、より；下細な山,J:＆を実施した

結果、次のような日本批判の3極の附と、2羽！のlllJ；在l.1... 

第一の層lまi，圭験に基づき口イにをJ比判する1j1悶イ｜三の児女（｜円｜止代）。ra接符験者
の日齢者に加え、朝鮮戦争で荒廃した同土に生まれ、復興の厳しさとともに

育った40～50代も含まれ、教科占問題に対しでもっとも厳しく反応した帽で

ある。第二のl晋は経済成長とともに育った現在30代の93f,(。本来は旧世代と

異なり日本文化に抵抗感はなく 、 教科，， 1 ~問題より臼分の生活や子どもの進学を
優先させる層だが、親類縁者から過去の苦雌を当事者・の情！惑をもって直接感得

できた世代のため、マスコミ報道にともない子ども時代に狼得した知設と感仰

のセットがよみがえる。第三の屑は急激に引：及したインターネットの世界から

学ぶ10～20代の男女（N世代）o PCを白在に操作する『11学生を典型に、もっと

も新しい世代がインターネットを介しもっともTiい l仕代の経験に誌づく匁I~能と
感情を獲得。 イン タ ーネ ッ ト の普及がハングルによる l~J じた言問空間の密度を

日め、旧来の日本相UIJを再生産する新たな社会過杭が形成されつつあることを

把握した。 他方このような日本批判に対し、a)！占十！？的になってはならない、

b）般国の教科書にも問題がある、との指仰がなされていることも雌認した。

さらに、この新たな社会過程をより詳細にi巴J援するために、①これまでの継

続調査に加えて、 ②日本理解 ・批判に｜品i係する多様な学習機会の'i'r少年への影
響とその社会的文化的基舵の解明、＠斡日＊117J.Jll.[f1Jf教Tlのプログラムの開発と

いう新たな観点から調査研究を進めた結果、円本と日本人への汗仰が2002年

W杯悦日共催を契機に大きく好転したこと を確認した。だが同H寺に、悦国'i'r少
年の自己形成過程において、日本の子どもや若者と同抗のlllJ題が生じているこ

とを担握する一方で、両国の相互fljlfl昨をはばむ新たな防壁が形成されつつある

ことも明確になった。以下この点について調子E結果とともに紹介したい。

2.日韓青少年が共有する自己形成過程の問題

まず2003年調査（初等学校6年、中学校3年、高等学校2年対象）から、現在の

仰国社会で育つ青少年の特慨を示すデータを相介したい。
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①長男が71%、長女が64%、平均家族成員数は約4人→核家族化

②69%が自分の部屋を保持→個室文化の形成

③初等学校6年の57.3%が専門塾（英・数・論述）に通う→学校化社会

④42%が自分専用のパソコンを持ち、専用はないが家にはあるのが54.5%

⑤インターネットを 78%が宿題のために毎日利用→高度情報化

以上のデータは、韓国の子どもたちが日本と同様に、祖父母とは同居せず、

兄弟姉妹も少なく、家庭の自分の部屋と学校の教室と塾を往復する（だけとい
。4書していない
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果から、日常的に日本文化に「接している者Jと「接していない者Jの割合の

う）生活の中で自己形成をせざるをえないことを示す。この社会的条件は日常

生活における人間関係の単純化による社会性の未成熟さにつながる。さらにこ
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変化を示したものである。

まず、社会状況の変化や文化開放政策にかかわりなく浸透していることを示

すのがグラフ 1「日本の翻訳漫画Jである。 1996年時点から接触者は8割を超

え、その後も若干の増減はあるが8割前後を維持している。 1998年の金大中大

統領就任後に開始される日本文化開放以前から、日本漫画が韓国青少年の手に

わたるシステムが完成していたことを示すデータである。同時にそれは日本漫

画を見て育った青少年がすでに韓国社会を担う世代になり、韓国の現代文化産

業が育成される過程でもあった。現在、「韓流Jとの総称で日本も含め東アジ

ア全体に広がる韓国文化の形成に、違法コピー期も含めた長年にわたる日本漫

画の翻訳・出版が寄与していることを指摘したい。その象徴が、日本の少女マ

ンガとともに育った最初の世代である 40代から 50代の日本女性が、韓国テレ

ビドラマに共感することによって生じた「ヨン様ブームJと考えるo

他方、文化開放によって拡大したことを示すのがグラフ2「日本の大衆歌

謡Jである。 1996年では29%であった接触者割合が、開放政策が発表された

1998年に37.9%、1999年には49.7%になる。その後、教科書問題で開放が延

期されたことを反映して減少するが、 W杯後の2003年に 55.1%と5割を超え

る。ただし、実は文化開放は分野によって異なり、 Jポップや日本歌謡の開放

は2004年1月からである。したがって、この図のグラフが示すデータの音源

はすべて違法コピーかインターネットや日本から直接持ち込まれたCDやテー
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情報化の波はハード、ソフト双方において日本よりも大きい。インターネット

はサイバー空間を介したバーチャルな関係の拡大を可能にするが、他者と直接

対峠したコミュニケートで形成される社会的世界を縮小させる。

いずれの数値も純国青少年が日本と同等もしくはそれ以上に「個人化」が進

行した“豊かな社会” に育っていることを示す。だがそれは社会的自立のた

めの新たな課題を両国青少年が共有することでもある。その彼ら彼女らがとも

に受容しているのが日本の漫画やアニメである。韓国と日本の青少年は、社会

的条件だけではなく取得する情報もまた共有する。そこでその特徴を、初等学

校5or6年生、中学校2or3年生、高等学校2年生を対象に、 1995年から実施し

てきた日本文化への接触状況に関する継続調査の結果から紹介したい。
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プである。それにもかかわらず1998年から上昇傾向にあるということは、日

本文化開放政策が商品としての日本文化の流入ではなく、韓国の社会と文化に

根強く残る日本とその文化への抵抗感を和らげる機能を果たしていることを示

唆する。

グラフ3「日本の衛星放送jの場合はどうか。調査開始時の1990年代半ばで

は、衛星放送の視聴者が拡大し、高層アパートに取り付けられた窓のパラボラ

アンテナがステータスシンボルと化したoだがケープルテレビの普及による多

チャンネル時代を迎えて、需要は急減した。また2004年より大衆歌謡ととも

にケープルテレビによる日本ドラマの提供が許可されたが、映画専門のマイ

ナーチャンネルで作品も古く、現時点での視聴率は低い。「冬のソナタ」に始

まる日本の「韓流ブームjとは対象的に、もっとも日常的な情報媒体であるテ

レビによる日本文化接触の機会は、文化開放実施後も拡大していない。この点

は今後の課題で改めて取り上げたい。

上記3種と異なる傾向を示すのがグラフ 4 「インターネットによる日本文化

接触jであるo 日本文化開放決定を契機に増加したかに見えたが、 1999年を

ピークに4割前後で止まっている。現在の韓国が世界でもっともIT化の進んだ

社会であり、中高校生が日常的にインターネットを活用していることを紹介し

た。だが、インターネットによる日本文化接触割合は停滞したままである。こ

の事実が示唆する意味は重い。先に2001年の教科書問題に関する調査結果か

ら、急激に高まった日本批判の背後に、インターネットサイトによる情報交換

があったことを指摘した。この威力は、 2002年W杯での韓国チームを応援す

るレッドデビルスの拡大や鹿武銭大統領誕生でも確認された。いずれも韓国社

会内部の情報伝達と世論形成に、インターネットが巨大な力を発揮することを

証明する社会現象であった。しかしそれは、ポーダレス時代の象徴とみなされ

るインターネットが、逆に言語と文化を共有するドメスティックな世界を強化

し、異文化との相互理解をはばむ壁を高くするインフラになる可能性を示唆し

ている。

この点も今後の課題とかかわって再度考察したいが、その前に、日本文化受

容調査と同一質問紙上で実施した中高生対象の「日本と日本人への評価J(26 

項目）に関する意識調査の結果から 4項目を選んで紹介したいo
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4. 日本・日本人への評価の特徴
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グラフ8 理解できない不可解な国

グラフ 5～8は各質問への〔肯定派（そう思う＋どちらかといえばそう思う）〕

と〔否定派（そう思わない＋どちらかといえばそう思わない）〕の変化を示したも

のである。まずグラフ 5「日本人と友達になりたいJとグラフ 6「両国の関係

をよくするために努力したい」は 1999年に向けて肯定派が否定派を超えたが、

2001年に反転して否定派が多数派になり、 2003年に再び肯定派が否定派を上

回る。日本文化接触割合と同様に、 1998年（経済危機後の金大中政権による日本

文化開放政策）、 2001年（教科書問題）、 2002年（W杯共催）という韓国社会の変

化に対応している。この二つはともに日本と日本人を評価し、友好関係を積極

的に求める内容である。その肯定派が5割前後まで上がるということは、韓国
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中高校生の日本への関心の高さを示すが、その増減の激しさの意味は何か。

過去の歴史を理由に両国の交流促進の困難さを指摘する意見は少なくない。

だが本調査対象の中高校生はその歴史の体験者ではないo 生活環境は日本の同

世代と変わらず、日本文化が組み込まれた生活を享受する世代でもある。それ

にもかかわらず日本への評価が大きく変化することは、韓国社会に潜在する日

本への不信感の根強さを示すが、より重要なことは、その不信感の発現が日本

側のあり方にかかわっていることである。ある時点、で交流が進んだように見え

ても、日本側が努力を怠れば、韓国側の努力がそのまま不信感に転化し、相互

理解をはばむ意識をかえって高めるo この社会意識の構造が日本文化の拡大と

は異なるレベルで存在することを忘れてはならない。

日本を批判的に見るグラフ 7「日本人に対して敵対感を感じるJ、グラフ 8

「理解できない不可解な国Jはどうか。「敵対感jは1996～97年の時点では肯

定派が多かったが、その後肯定派と否定派が30%から 40%の問で推移し、

2003年では差がなくなる。「不可解な国Jも2003年の調査では肯定派と否定

派が30%から 40%の問で措抗状態にある。それは肯定と否定そして「どちら

ともいえない」が3等分されていることを示す。その意味は何か。 1990年代前

半に訪問した学校で、私は過去の日本の行為を厳しく追求する中高校生と繰り

返し語り合った。その経験と比較して 10年の年月をへて積極的に日本を批判

する人が3割にまで減少し、相互理解の基盤が培われていると評価すべきか。

逆に3割の中高校生が今なお日本への拒否感を持つことを強調すべきか。その

答えは今後の相互理解教育のあり方で決まると考えたい。韓国と日本の関係は

本調査を開始した 1990年代前半と比較するだけでも、政治・経済・文化のい

ずれの分野においても深まっている。だが同時に新たな障壁も生じている。こ

の二つの変化をより明確にするために 2003年の調査で実施した新たな調査項

目の分析結果を紹介したい。

日韓相互理解教育の新たな課題

えばそう思う）の高い順に並べたものである白また右の欄は同じ中高生が「推

測する日本の同世代が韓国と韓国人に対する評価Jを質問した結果を肯定度順

に示したものであるoいずれも「日本と日本人への評価jに対応した内容であ

る。

韓国中高生の推測する同年齢の日本人
の韓国・韓国人観

韓国中高生の日本・日本人観

平均値

Q7 15）日本に旅行に行きたい 3.72 QS I）純国はバイタリティーがあり、発展する固と 3.70 

Q7 9）弱国ra:将来日本と対等になる 3.64 
思っている

QS 15）純国に旅行に行きたいと思っている 3.67 Q7 18）日本でしばらく生活してみたい 3.54 一一一
一一 QS 26）日本文化や漫画・散鑓などに自由に媛したい 3.66 Q7 22）日本簡を勉強したい 3.42 

と思っている
Q7 l!l）日本人と友遼に芯りたい 3.38 

QS l!l）純国人と友達になりたい 3.65 
Q7 26）日本文化や漫画歌腿芯どに自由に :J.36 

QS 7）勤勉で優れた資貨を持った国民であると恩つ 3.6 縫したい
ている

Q7 4）開国が発展するために~カし合わ 3.24 
なlフれlet怒らない国 QS 18）純国でしばらく生活してみたい 3.59 

Q7 23）締固と日本の関係をよくするため 3.23 QS 10）絢図国民に対して親密感を感じる 3.58 

！｝§カしたい QS 14）中国人より純国人が好きだと思っている 3.58 
’一一回一可町r・

Q7 I）国民にパイタリティーがあり、発 3.11 QS 12）純国や駒国人に対して強い関心を持っている 3.57 
反する可能性のある国 と思っている

一一一一
Q7 2）次掘に衰退し国力bf弱くなるだろう 3.10 QS 24）純国の文化を学びたいと思っている 3.50 

Q7 7）勤勉で多方面にわたり優れた資質 3.10 QS 20）嶋田人を家に招待したいと思っている 3.49 

をj寄った国民である
QS 23）栂固と日本の関係をよくするため努力したい 3.49 

Q7 6）何をしているのが理解できない不 3.08 と思っている

可解な図
QS 22）純国語を勉強したい 3.43 

Q7 24）日本の文化を学びたい 3.08 
QS 9）純国iま将来日本と対等になる 3.41 

Q7 12）日本や日本人に対して強い関心を 3.06 QS 13）西欧人より純国人が好きだと思っている 3.36 
符っている

QB 25）聖母国の銭街を学びたいと恩コている 3.30 
Q7 11）白本国民に対して敵対心を感じる 3.05 

QS 21）何回人と一緒に仕事がしたいと恩っている 3.25 
Q7 3）将来純白の存在を傷かす国 2.98 

QB 8）締園田民の才能ra:日本国民よりも優れている 3.24 
Q7 14）中国人より目本人が好きだ 2.97 と思っている

Q7 20）日本人を家に招待したい 2.94 QS 4）日本の発展にlet協力し合わねばならないと 3.21 

Q7 25）日本の段衡を学びたい 2.89 
患っている

Q7 21）日本人と一緒に仕事がしたい 2.77 
QB 16）純国の大学や大学院に行きたいと思っている 3.19 

Q7 13）函欧人より白本人が好きだ 2.76 
QS 17）純国の企築に就隠して働きたいと思っている 3.19 

－ーーー一一一 QB 3）絢国lま将来日本の存在を向かす固と思っている 3.15 
Q7 10）日本国民に対して続密感を感じる 2.65 

QB 5）国民の考え方や価値観が日本人と似ていると 2.78 
Q7 16）目志の大学や大学院に行きたい 2.46 

思っている

Q7 17) 8本の企策に就隠して働きたい 2.39 QB 6）聡国lま思解でき"/J.い不可解な固と思っている 2.66 
Q7 5）一般的に国民の考え方や価値観が 2.34 一一

QB 11）弱国国民に対して敵対心を感じると思ってい 2.60 
純国人と似ている

る
Q7 8）日本国民の才飽ra:胸囲国民よりも 2.22 ー一一一

優れている QB 2）弱国ra:次第に妥返し国力が弱まると思っている 2.49 

281 

平均値

交流促進の新たな障壁

次頁の表の左の楠は、先に紹介した韓国の中高校生の「日本と日本人への評

価Jに関する 2003年度の調査結果の全項目を肯定度（そう思う＋どちらかとい
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日韓相互理解教育の新たな課題

さらにこの韓国中高校生による「日本と日本人への評価Jと「推測する日本

の同世代の韓国と韓国人への評価Jの肯定度を比較するために、各項目の平均

値を析出して各欄の右端に記載し、それを折れ線グラフで示したのがグラフ9

である。

が、韓国中高生の「日本と日本人への評価」の平均値より高いことからも確認

。ロロ

できる。

すなわち、韓国の中高校生は、韓国が日本より上位もしくは同等にあること

を前提に、日本の同世代の韓国・韓国人観を推測しているわけである。

一般に日本では、韓国人の日本への関心の高さに比較して、日本人の韓国へ

の関心の低さが問題にされる。だが韓国の中高校生は、自分たちよりも日本の

同世代の方が韓国に対してより強い関心を持ち、しかも韓国を肯定的あるいは

日本よりも上位に位置づけていると推測している。このことは両国の相互理解

教育に新たな課題をもたらす。さまざまな比較調査で、日本の中高生の韓国へ

の関心度は韓国中高生の日本への関心度よりも低く、自国を韓国より下位にみ

なす日本の中高生は少ないことが確認されているからである。韓国と日本の中

高校生の間にある距離（差異）は、ここにあらわれた数値以上に大きいといわ

n
H
M
 
フ－フグ

叩
一

nu 
a『

韓国中高生の日本・日本人（推測、韓国・韓国人）観

3.5 

骨、『』句、ロロロ ロ ロロ ロ ロ

ー－ー・喝忌』』』ーー ー ロ

・『司‘吃－－、、 回目。

ーで竺：土士三士＝全＝ヨ』
3.0 

2.5 
ロ

2.0 
韓国中高生が推測する日本の中高生の韓国・韓国人観

1.5 

1.0 

韓国中高生の日本・日本人観 ざるをえない。

私はこの 10年、両国の子どもや若者が現代文化を共有していることに注目

し、新たな「共感の帯Jが築かれることを願って調査研究を続けてきたoその

結果、日本文化開放という追い風を受けて、韓国と日本の青少年がリアルタイ

ムで文化を共有できる社会的基盤が確実に形成されてきていることを明らかに

した。日本への肯定感が高まる傾向も把握できた。だが他方で、インターネッ

トが新たな障壁となりうることも見出した。そして、この日本の同世代を介し

た自国認識の推測との対比による韓問中高校生の日本と日本人への評価の特徴

から、単に現代文化を共有するだけでは埋まらない認識のズレがある（生まれ

ている？）ことを指摘せざるをえない。なぜこのようなことが生じたのか。

これまでの調査結果の総合分析から出した結論は、韓国中高生の生活の豊か

さと日本の現代文化の日常化が重なることで生じた現象ということであるo韓

国が貧しい社会であれば、日本の漫画に捕かれた豊かな社会の描写は未知の国

へのあこがれを生む。ハリウッド映画や米国のテレビ番組に登場する家庭にあ

こがれたかつての日本の若者のように。だが現在の米国の映画や番組に病める

大国の問題を見出すことはあっても、日本の未来を夢見る日本人は少ない。韓

国の青少年もまた同様の情報を日本の現代文化から読み取っていないか。

私はかつて日本の漫画文化は、「豊かな社会Jに育つ子どもたちにとって、

0.5 

0.0 
日日日目白日日日目白日日目白日日中日日日西日目白日日
本本本本本本本本本本本本本本本本国本本本欧本本本本本

語露語露語露露面高詰藷面高翁藷議会議高露会面詰 iii
恩恩恩恵恩恩恩恩恩恩恩恩恩恩~~り恩恩層り恩恩恩恩恵
にはでの人文ととははははのに閣は白人の人白人のでと園

警違憲霊長在目標 7 量豊富 E 思~＝言語若品芸員李議芝居
季連~~努 3 解毒 費 恩何番く思患へ 議署
13i た必テ 心人 人 て
い要イ い

る

まず韓国中高生の「日本と日本人への評価Jよりも「推測する日本の同世代

の韓国と韓国人への評価Jの平均値が低い項目を見ると、「韓国と日本は将来

対等j「韓国不可解な国J「斡．国国民に敵対心J「韓国将来衰退jの四つである。

いずれも韓国を批判的に見る内容であるo平均値が低いのは、肯定よりも否定

する割合が高いことを意味する。また、韓国中高生が「推測する日本の同世代

の韓国と韓国人への評価Jとは日本の同世代を介した自国認識とみなせる。

したがって、この4項目は、韓国中高校生が自分たちの日本に対する評価

（批判）ほどには、日本の同世代は韓国に対し批判的ではないと思っているこ

とを示す。このことは、韓国を肯定的に評価する他の21項目すべての平均値
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“男の子”が“男性”に、“女の子”が“女性”へと成長する過程での「もうひ

とつの教科書Jの役割をになっていることを解明した（『なぜ子どもは「少年

ジャンプjが好きなのかj明治図書）。他方、先に日本翻訳漫画の接触頻度が初

等→中学→高校の順に増加していることを紹介したoそれは現在の韓国社会で

育つ子どもたちの成長過程に、日本文化が根づいていることを示している。

私はこの点に注目し、日本の女子中高生の高い支持を得る矢沢あいの漫画

rNANAJの日本語版と韓国語版の比較から、韓国の若い女性の世界にも日本

と同様の変化が生じていることを指摘した（「韓国における日本大衆文化につい

ての調査研究（6)J、『静岡大学教育学部研究報告人文社会科学篇 53号J）。ただし、

矢沢あいの漫画 rNANAJの世界の魅力は、家族や男性からの自立を求めて恋

人との離別を繰り返しながら迷い悩む女性の内面の葛藤の描写のリアルさであ

る。そしてそれはあくまで現代日本社会で育つ女性にとってのリアリティであ

る。そこにはかつての「健全な男女の愛Jに支えられた家庭は存在しない。

韓国の中高生が日本の女性と同様に、自立へのモデルを rNANAJの世界に

見出したとしても、それはあくまで憧れの次元。今なお家族の鮮が強固な韓国

の家庭に育った彼女たちにとって、豊かな日本の影の方にリアルさを感じるの

ではないか。他方、繰り返し指摘してきたように、韓国中高校生が日常実感す

る生活世界のレベルで日本より劣るものはないと判断しても不思議ではない。

現代日本のリアルな影を知った中高校生が、自分の豊かな日常と比較して、自

国を日本より上位におくこともまたリアルな認識である。

問題は自国を上位に見ることではない。日米の関係でも、類似した調査をす

れば、両国の中高校生がともに自国を上位に位置づけることが予測される。だ

が、韓国と日本の聞には過去の歴史という壁が存在する。この旧来の壁によっ

て韓国社会の基層に形成された日本への批判や不信を賊成する構造が、韓国中

高生の自国認識と日本認識の差異（ズレ）を増幅させ、日本からの不用意な情

報がそれを顕在化させる可能性もまた本調査によって確認した。

したがって、 7度の継続調査と2003年度の新調査から見出した韓国中高生の

自国認識と日本認識の特徴は、それがいかに韓国と日本の実像とズレたもので

あったとしても、一定の社会的基盤に基づく生活実感と学校教育やメディアに

よる情報が結びついた現実として構築されていることを指摘しなければならな
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日韓相互理解教育の新たな課題

い。ただし、それは韓国と日本双方の既存世代に見出される、過去の経験や記

憶に基づく劣等感や優越感あるいは拒否感や服罪感と結合した自国認識や自尊

心とは異なる意識であることも強調しておきたい。

6.相互理解教育の新たな課題

改めてこれまでの分析を要約すると、まず韓国青少年の聞に日本の現代文化

が広く共有され、日本と日本人や日本文化への距離が縮小していることを確認

した。しかし同時に、過去の歴史に起因する日韓両国の相互理解をはばむ構造

が、社会的基盤においても、意識の基層においても再生産されていることを明

らかにした。さらに、新たな障壁も見出した。

このような分析結果を前にして、両国青少年の相互理解を促進するためには、

旧来の方法だけでなく、より積極的な学習と教育の方法を考案し、計画し、実

践することが必要との結論にいたった。そしてその具体化のために、現在、韓

国の初等学校や中学校の先生方の協力を得てモデル授業を考案中である。その

実践過程において、韓国の先生方と共有するようになった問題意識を今後の相

互理解教育を展望するための新たな課題として提示したい。

( 1 ）インターネットを代表に、 IT化の進行によって生じる問題の実証研究と

相互理解促進のためのメディアリテラシーの育成や情報サイトの増設

韓国は経済危機をパネに日本を超える IT大国に生まれ変わった。本調査で

も青少年のインターネット活用が日常化していることを確認した。一般に、高

度情報化の問題点として、情報のグローパル化を「明」とすれば、サイバー空

間におけるバーチャルリアリテイ（仮惣現実）の影響や直接経験の不足が

「暗Jとされる。だが本調査結果から「明Jの部分にこそもっとも重要な問題

点があることが明らかになった。インターネットの拡大は、異文化問における

相互理解の拡大に直接に結び‘つかないだ、けではなく、新たな壁にもなる。イン

ターネットは多量の情報を瞬時に多数の人が交換できるようにしたが、それは

情報を理解し操作する言語と文化を共有する者としない者との聞の差異の拡大

とセットであるo その結果、インターネットの情報交換の威力が大きければ大
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きいほど、異文化聞の理解をはばむ壁は高くなる。この矛盾は、世界のすべて

の人たちが言語と文化を共有する時代が来ないかぎり再生産される。

そしてこの課題の困難さは、時間の流れを逆転できない以上、インターネッ

トの活用を制限することで解決できないことにある。また言語と文化の共有を

求めることでも解決できない。それは不可能なだけでなく、望んではならない。

問題の解決とともに固有の言語と文化が失われるからである。必要なのは日常

的に活用することを前提に、異文化問の相互理解をはばむ要因とその克服方法

を明らかにすることである。そのためにまず取り掛かるべきことは、相互の理

解（誤解、不信）にかかわる多様な情報サイトの影響についての実証的研究で

ある。そしてその成果をふまえて、誰もが情報発信者にも受容者にもなりうる

時代と社会に応じた新たな情報活用能力（メディアリテラシー）の育成と、そ

れを統御するための社会的ルールの創造と学習方法の研究である。

たとえば、メール、掲示板、チャットを代表に、インターネットによる情報

は、日常的な口語の世界に満ちている。その意味で、新たな言語文化の世界が

生まれているといえよう。だが本来、口語は話者との対面を前提に形成されて

きた。他方、インターネットは匿名の世界である。このズレを補う解釈能力と

社会的ルールの共有化が早急に求められる。韓国の教育部が、急激なインター

ネットの普及によって子どもたちの聞に生じた問題群に対処するために、初等

学校や中学校での研究校を設けて進める ICT（情報コミュニケーション技術）教

育の研究と実践は、その有力な試みとして参考になる。

さらにより積極的に、相互の変化する状況を、その理解のズレに関する情報

とともに、リアルタイムで提供しあう情報サイトを設ける必要がある。特に、

調査で明らかにしたように、障壁の再生産の原因の多くは日本側にある以上、

韓国語による日本メディアや公的機関の情報サイトの増設が急務である。少な

くとも、韓国の三大新聞（朝鮮日報、中央日報、東亜日報）が日本語サイトを設

けて主要記事を毎日更新している以上、日本の三大新聞もまた（朝日新聞、読

売新聞、毎日新聞）もまた韓国語サイト開設を急ぐべきである。
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( 2）文化のグローパル化による認識と評価のズレに関する実証研究と両国

文化を共有する機会の拡大

韓国に日本の現代文化がリアルタイムで流入していることは確認したo しか

し、そのことが相互理解に必ずしも結びつかないことも明らかになった。特に

大衆文化とみなされる商品は、口語と同様にそれを生み出した社会と文化の特

性に規定される度合いが高い。たとえば、日本の漫画はあくまで日本の読者を

対象に描かれているo 吹き出しの中の言語は翻訳できても、それを語る者の表

情やしぐさの絵、背景の絵、コマの大きさや並び方など漫画閤有の表現様式は

翻訳できない。それらはすべて読者に内在する解釈枠（コード）という文化に

規定される。異文化の世界で意図せざる情報を読み取られる可能性は高い。現

代文化の国境を越える共有化の進行は、相互理解の基盤形成への寄与と同時に、

読み取る側に評価をともなった意図せざる差異の認識を固定化させる側面を無

視できない。だがここでも規制ではなく、より積極かつ多面的な現代文化の共

有によってしか問題を解決できないと考える。かつて日本文化が禁止されてい

た韓国において、日本の漫画が粗雑な翻訳（誤訳）と、絵の左右が逆になった

海賊版によって広がることで、日本人はすべて左利きといった誤った認識をも

たらした。文化の政治的な統制は誤解の拡大再生産を生む。

その意味で、もっとも日常的なメディアであるテレビにおける日本文化開放

の拡大をもとめたい。それもマイナーなケープル局ではなく、 KBSを代表と

する韓国のキー局において。もちろん私は開放を蹄踏する韓国の人々の感情を

理解する。だが日本の中年女性の韓国観を急激に転換させた日本の「韓流J

ブームがNHKによる「冬のソナタJのテレビ放映から始まったことを考える
なら、韓国のNHKに相当する KBSでの日本文化開放を願わざるをえない。加

えて、中年女性に先んじて子どもたちの韓国観の変化がBoAやユン・ソナの

テレビ番組での活躍によって生じていたことを指摘しておきたい。また、この

ことと関連して、日本のキー局においてもまた特定の韓国ドラマやグルメ旅行

だけでなく、韓国の今をリアルかつ多面的に知らせる番組の紹介やプロデユー

スを期待したい。
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( 3）世代間対立やニ国間対立を超るアジア的シチズンシップの構築と問題

解決過程を共有する機会の制度化

東アジア各国の急激な経済成長は圏内の世代差を拡大させる。韓国において

も既存世代とは異なる新たな相互理解の壁が青少年の聞に生まれている。新た

な壁を除くには新たな方法が必要である。歴史認識に代表される旧来の枠組み

を超えた教育と学習の機会、特に日韓両国の学校教育の再検討を求めたい。

過去の歴史を対立する立場で経験した両国の既存世代にとって、歴史認識の

問題は避けて通れない課題である。だが解放後60年を経て、同じ目の高さで

互いを見ることができる新たな韓国人と日本人が育っている事実の重みを再確

認したい。彼ら彼女らは東アジアという舞台で生じる大競争時代をライバルと

して生きる男女である。さらにより重要なことは、日本で少子高齢化と称され

る出生率の低下と高齢化率の上昇を代表に、急激な工業化と情報化によって生

じる東アジアの伝統的な社会システムの変動がもたらす問題の解決を、ともに

担わなければならない世代でもある。その意味で、未来の利害を自国の旧世代

よりも共有しあう関係にあることを忘れてはならない。

すでに韓国の女子学生が新たな自立のモデルを求めて、かつての韓国では想、

像できない過激な性描写が含まれる日本の少女マンガ『NANAJの読者になっ

ていることを紹介した。さらに経済の変化は早い。 EUを視野に日中韓三国に

ASEAN諸国を加えた東アジア共同体さえ構想されている。そのために、互い

の国と民の相違を認め合うだけでなく、修正をも要求しあうことを通じて、共

有する人と世界の拡大を志向するアジア的シチスンシップとその教育システム

の構築が求められ始めた。だが、日韓両国の学校の変化は遅い。

早急に両国の教育課程全体を相互に理解する努力と教員の交換を含む教員研

修の共同実施が必要である。日本の学校での韓国語（文化）の教育機会の拡大

や韓国の日本語（文化）教育への日本の教育機関の参加制度を設けることも重

要である。何よりも現代文化を共有する両国の新たな世代が、相互の類似と差

異を知り学び合うことを通じて、互いの問題とその解決への努力を共有できる

機会を恒常的に可能にする制度の構築が、今後の相互理解教育促進のための最

重要課題とされなければならない。

7.新たな対立の時代を迎えて

ム
v

h

B

f

本年は国交正常化から 40年を記念した「日韓友情年Jとして、数多くの行

事が準備されているo実は上記の課題の原案は、その友情年を記念して3月13

日にソウルで開催された「韓日友情の年記念韓日シンポジウム一一韓日青少年

交流の課題と展望J（東アジア文化交流協会主催）のために準備したものである。

会場にはインターネットサイトに日本文化研究サークルのホームページを開設

する韓国の大学生が100人以上集い、友情年の幕開けにふさわしい出会いの場

となった。だがその会場の外では大きな変化が生じていたo いうまでもなく、

島根県議会の「竹島の日J制定を契機に再燃した日本名「竹島J、韓国名「独

島Jをめぐる領土問題と文部科学省による中学校教科書・検定結果の発表が重な

ることで、再ぴ日本への批判の声と行動が顕在化していたからである。しかも、

帰国した私のもとに届く韓国の友人のメールはかつて経験したことない厳しい

現実を伝えるものであった。不幸にも本稿で指摘した新旧の盛の存在を再確認

することになった。同時に2004年以降の韓国の政治的・経済的・社会的な新

たな変化の重さを確認することでもあったo いいかえれば、今回の教科書問題

は従来とは異なる新たな状況のもとで生じた現象といわざるをえない。

まず政治的には両国とも戦後政治を担った人たちが退場した後のリーダーに

よって意思決定がなされていることである。特に鹿武絃政権を支える「386世

代J（現在30代、 80年代に学生運動に参加、 60年代生まれ）は、日本の高度成長

をモデルに経済を復興させた科盲点大統領とその後継者の批判にアイデン

テイテイを持つ人たちである。そのため政権発足時から大韓民国成立時に遡っ

て政権の正統性を問題視する一方で、日帝（日本統治）時代の協力者（親日派）

の追及を政治課題にした。その批判の刃が日本に向かうことは予測された。

それを助長したのが中国経済の巨大化と日本の経済力の低下である。 1997

年危機を IT化で克服した韓国経済への自信と重なり、韓国の新たなリーダー

が日米以外の選択肢を持つことも予測された。さらに彼らを支えるインター

ネット世代が自国を日本より上位に見る傾向は先に指摘したoこれが社会的な

変化である。それを象徴する経験を紹介したい。昨年 10月訪問した中学校で
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日本の斡流ブームをどう思うか聞いたところ、「;f.！.、たちが円本の世田を好きな

ように、韓国文化を日本人が好きになるのは当たり前です」との答えが返って

きた。日本の「韓流ブームJは自国優位を確認したにすぎないわけである。

だがこのような自国認識に問題があることは先に指摘した。さらに政治リー

ダーも含めて、市奪回の人たちが日本との友好を拒否しているわけで、はない。む

しろ隣国の友人からのメールは、批判する人たちもまた解決方法を見出せず自

純自縛の状態にあることを教えてくれる。それを示唆するのが「責任は日本の

側にあるjとの成武鉱大統領の言葉である。加害と被害のみでなく利害調整の

場をも日本と共有した旧｜仕代と異なり、 Jft史的正統性と倫理的正当感でしか対

処できない世代には、円本の変化以外に解決の方向を見出せないからである。

このような日本批判に対し斡国の国内問題として冷めるのを待つしかないと

の立見が日本にある。だがそのような判断が新たな世代の不信感を拡大させた

ことを忘れてはならない。では斡国の期待通りに教科書を変えるべきか。これ

も問題の先送りである。誤解を恐れずにいえば、これまでの日本側の加害性の

強調は、隣国の被害を日本国内の政治的対立に利用する側面があったと思わざ

るをえないからである。私は過去の加害性の責任は日本批判の背後にある｜勝同

の“現在と未来”の問題解決を視野に置く発言と行動で果たすべきと考える。そ

のなl床で¥J，＼国がもっとも批判する教科岱ーもまた自国内の対立の産物にすぎない。

どんなに批判されたとしても、互いの相述点を提示し理解し合える道を；Jとめ

るしかない。非難することでも1！正視することでもなく、彼ら彼女らが生きる｜止

界を内在的に理解することから始めるべきである。その方法を自らの思考と行

動にも向け、相手が理解可能な表現様式で伝えなければならない。何よりもそ

の作業を相手国の中に入って行うべきである。その先駆的モデルこそ、本性作

成にいたる谷川先生と大学院生による韓国の高等学校での授業実践である。

改めて本1！：：の内容を知り、問題解決の糸口が無数にあることを発見した。だ

が残念なのは本告：が実践の終了を前提にまとめられていること。問ー阻は韓国だ

けではない。互いに妥協することが困難と思われる政治的、経済的、社会的対

立は束アジア全体に広がる。谷川先生がrmいた道は、この新たな状況に抗して
相互理解教育を進めるためにこそ必要だからである。より広い固と民とのネッ

トワークに基づく実践の再開を心から願うものである。
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日韓の期待される人間像を追究する力から

I事If託殿（ソウル教育大学校）

はじめに

続日両国は、 21世紀にそなえて新しい教育改革とそれにともなう教育謀程

を改編し、韓国は2000年より、また日本は2002年より施行している。21世相

社会は、開化、国際化社会として位置づけられ、このような社会で、は新たミ

知的価値を創造できる人間形成が重視されている。教育問題を取り扱う場合の

もっとも重要な課題は、教育を通じて育てるべき人間像を定立することであり、

教育制度や教育政策、もしくは教育内谷や教授方法は、このような人間像を定

立するための手段になる道具ともいえる。このような人間像を実現するために

新吟糊において、韓国と日本はそれぞれ朋待される人間像を追究する力を

提不している。

ljtl',t国は、教育改革委只会の 1995年5月31日教育改革案 I）に含まれていた

初 中等学校教育課程改革法案を具体化し、附年3月5日、「教育課程側J
と称される第7次教育課科総論案を発表した。また、同年12月30日、 2000年

から段階的に適用される初 ・中等学校第7次教育課程を総定 ・告示したの学習

れ1心の教育課程、水準別教育諜程と特徴づけられる第7次教育課秘では、児
童 ・生徒が養うべき力として「自己主導力」を、社会科教育の向標で育成すべ

き資質として「市民的資質」を掲げて強調している。

日本は、第15畑中央教育審議会 （以下、「rl－＇教務J）で、 1996年7月19日、

「21世紀を展望した日本教育の理想に関して」と題する第1次報告書を、まと

1997年6月9日、第2次報告告を発表した。この報告書では、児童 生徒が整

うべき力として「生きる力」を、社会科教育の目標で育成すべき矧とし七

「公民的資質」を掲げて強制している。

未来社会は、知識情報の急激な膨張、科学技術の非常に早い発達、国家間門
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日韓交流授業の挑戦

谷川彰英

1. “冬ソナ”ブームと「竹島」問題

2004年は“冬ソナ”ブームにわいた年であった。中年以上のn本の女性が
“ヨン線”に憧れ、韓流文化が一気に日本に流れこんできた。

その年の暮れに韓国を訪れた。期せずして聡凶の研究者ーとの問でこのブーム

について激論になった。もともと、テレピ帯創lをろくに見ていない人間同士が

倣諭するわけであるから、かなり的外れな議論であったに追いないのだが、一

人は日本人と結婚して日本の大学で教えている方で、これはこれで人いに盛り

上がった。 彼は、ブームには抵抗感もあるが、隣国人としてこれだけ日本人が

関心をよせてくれるのはうれしいと語った。私は、だいたい日斡｜刻係の厳しさ

も知らずにただ“ヨン様”ブームに浮かれるのは許せないと強〈語った。対す

る彼は、そう いう日本男性の感覚がアジアに受け入れられていないのだと主張

し、議論は3時間におよんだ。

たとえは悪いが、砂漠でシャボン玉をふくような冬ソナブームは、年が明け

て島根県議会が2月23日に「竹島の日j制定の条例を提出したことによって、

完全にシャッ トアウトされてしまった。私の予想した通りになった。 1irr，＼固から

は早速抗議の嵐が起こり、教科書問題がまたもそれに拍車をかける紡果になっ

ている。結局また同じことを繰り返している。

私は後述するように、般国の対応、にも問題はあると考えているが、問題の根

本は日本側の認識不足にある。まず多くの日本人は、なぜ「竹山」（隣国では

「独品J）ごとき無人島で悦国がそんなに騒ぐのか理解できない。そもそも竹島

がどこにあるかも釘｜らない。日本では竹J訪問題を教えていないし、総悶m：合に
閲しでもほんの 1ページ程度ですませているのが斗l学校社会科の現状である。

それに対して、韓国では30ページ近くを針やして他民地時代の鹿児を教えて
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